
◆重い花粉症の場合は運転を控えましょう。やむを得ず運転する場合は車内に 
花粉を持ち込まないことです。花粉は車の乗り降りの際に進入してくることが多 
いので乗車するときは必ず衣服の花粉を取り除きましょう。また、メガネやマスク 
で鼻や目に入る花粉を抑えましょう。 
花粉症をおさえる薬を購入の際は、必ず薬剤師に眠くなりやすい成分が含まれ 
ていないことを確認しましょう。医師の処方を受ける際も同様に確認しましょう。 

◆緑内障は自覚症状がないため、定期的に眼科を受診しましょう。緑内障は 
  上の視野が欠けていたり、下の視野が欠けているなど様々な症状があるので 
  緑内障が判明したら、運転するときには何に注意しなくてはいけないかを 
  医師に確認しましょう。 
◆ＳＡＳは自分では気づきにくいので、家族などから、「毎晩大きないびきを 
  かく」「睡眠中、頻繁に息が止まっている」などＳＡＳの症状を指摘されたら 
  医療機関で精密検査を受け、ＳＡＳと診断されたら治療しましょう。 

■花粉症 
春になると、花粉症に悩まされる人が多くなりますが、花粉症を軽く考える 
と、大きな事故につながるおそれがあります。たとえば時速60kmで走行中 
に、くしゃみによって１秒間、前方から目がそれると約17ｍ進むことになり、 
危険の発見が遅れ事故を起こす危険があります。また、くしゃみなどは、  
ハンドルやブレーキなどの運転操作にも影響を及ぼすおそれがあります。 
さらに、花粉症をおさえる薬には眠くなる成分が含まれていることもあり、 
購入時は注意が必要です。 

■緑内障 
緑内障は、20～30年かけて視野が狭くなっていくため本人に自覚症状が 
ありません。そのため緑内障と気づかずに運転していると、駐車場から出て 
きた車両などの発見の遅れや、信号が見えず、赤信号で通過するなどの 
危険があります。 

■睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ） 
ＳＡＳとは、睡眠時に無呼吸状態が頻繁に起こる症状です。眠りが浅く 
なるため日中深い眠気を感じたり、突然意識を失って正常な運転ができ 
なくなります。 

 すこやかな日常生活を送るためには健康管理が欠かせません。近年、運転においても健康に起因する事故の防止
がクローズアップされています。心臓疾患や脳疾患など生活習慣病の予防も重要ですが、花粉症などの予防も事故防
止には欠かせません。今回は、「安全運転とは関係ない」と見落とされがちな健康障害を紹介します。 
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１．安全運転セミナー（基本的な運転動作） ２．ペーパー式適性検査（ＫＭ式・ＤＯＣＣＳ）  
３．ＰＣによる社員安全運転教育（e-ラーニング）・適性診断（e-診断） ４．自動車事故防止のビデオ・ＤＶＤの視聴 
５．タブレット端末、スマートフォンを活用した危険予測トレーニングツール（セーフティトレーナー） 
 
１．安全運転のポイント（毎月定例発行の具体的なニュース） ２．社内講習会用冊子（ザ・メッセージ等） 
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